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(２)課題
①教員の負担が多く、教員のすべてがその部活動の専門家ではない。 

②少子化により団体競技が学校単一では成り立たない。 

③ニーズの多様化により、多くの選択肢が求められている。 

④勝利主義に偏りがちであり、楽しむ要素が少ない傾向にある。 2



「多様化」 
子供のニーズが多様化

し、 部活動に対して
様々な声が増加

「働き方改革」 
ゆとりを持った授業や
生徒対応のために、教
職員の多忙化を解消

部活動改革の必要性 
　多くの中学生が部活動に参加し、その意義や得るものはとても大きい
のですが、現状のままでは困難であり、持続可能で多様な環境を整備す
るためには大きな改革が必要です。    
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(2)持続可能で最適な活動 
　①地域のスポーツ団体や文化団体と連携

　②専門的な指導や新たな交流の場を整備 

(3)近隣町村での総合的な地域クラブ 
　①中札内村などの南十勝町村との連携 

　②選択肢を広げ、意欲向上・コミュニケーション能力の伸長 
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(3)生徒の参加手段 
　①部活終了後の自宅までおよび大会参加のためのスクールバスに
　ついては、現状を継続 
　②部活動の地域展開における村外への移動手段については、子供たち
　のニーズや保護者の負担を軽減させるために、近隣町村と協力し確保 
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(5)大会・コンクールへの参加要件の周知

　①中体連参加規約の緩和等、適切な情報提供 

(6)活動場所の確保 
　①施設利用の調整の構築  ②利用料減免制度の適用

　③学校施設利用の方法と条件の整備 

9



1 0


